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長野市の維持及び向上すべき 歴史的風致

第 2 章

　 歴史的風致と は、 歴史まちづく り 法第１ 条において 、「 地域におけるその固有の歴史

及び伝統を反映し た人々の活動と 、 その活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びそ

の周辺の市街地が一体と なっ て形成し てき た良好な市街地の環境」と 定義さ れている。

　 本市は、 周囲を美し い山並みに抱かれる中、 古く から 善光寺の門前町と し て栄えると

と も に、 市域のほぼ中央で千曲川と 犀川が合流し て沿川に形成さ れた肥沃な長野盆地

（ 善光寺平）を中心に発展し た都市部と 山間部の双方を併せも っ た都市である。 戦国時代

には、 武田信玄と 上杉謙信に代表さ れる有力者の争いの場と なっ た。

　 江戸時代になると 松代は、 信濃の国最大の石高を有する松代藩の城下町と し て独自の

文化と 城下町が形成さ れて繁栄し た。 加えて、 松代城下を通る松
ま つ

代
し ろ

道
み ち

も 商品流通が活発

になるにし たがっ て発展し 、 複数の宿場が形成さ れた。 また、 松代の大
お お

室
む ろ

には、 ５ 世紀

前半から ８ 世紀にかけて築造さ れた500余基の古墳から なる大規模古墳群があり 、 その

周辺にも 数多く の遺跡が確認でき るこ と から 、 こ の地を含む長野盆地には、 古代から 広

域の緩やかな地域的政治圏が形成さ れたと みら れている。

　 山間部には、 善光寺と 同じ く 県内外に広がっ た戸隠信仰の中心である戸隠がある。 戸

隠は、 古代以降、 天台密教や真言密教と 神道と が習合し た神仏混淆の聖地と なっ てい

た。 江戸時代、 善光寺参詣に訪れた人々の中には戸隠まで足を延ばす人も 多く 、 善光寺

と 戸隠を結ぶ信仰の道は、 戸隠古道と し て多く の参詣者が往来し た。 戸隠信仰の歴史は

古く 、 戸隠山顕
け ん

光
こ う

寺
じ

を中心にし た山岳信仰に、 農業神と し て庶民の信仰を集めていた九
く

頭
ず

龍
り ゅ う

権
ご ん

現
げ ん

に代表さ れる神道が一体化し たこ と で、 独自の文化やそこ で生き る人々の生
な り

業
わ い

が成熟し た。 また、 鬼
き

無
な

里
さ

は、 近世から 近代にかけて麻の栽培が盛んと なり 、 麻産業で

栄えると 同時に、 山間地の交通要路の分岐点と し て、 九
く

斎
さ い

市
い ち

（ １ カ 月に９ 回開かれた定

期市）が開かれ、 物流や交易の場と し て繁栄し た。

　 こ のよう に本市には、 善光寺を中心に平安時代末期以降の浄土信仰の広がり と と も に

門前町と し て発展し た都市形成の歴史がある ほか、 城下町や街道の繁栄と と も に歴史

的、 文化的に発展し た地域がある。 各地域のまちの形成やそこ で生活する人々の営みを

礎に、 地域固有の歴史と 伝統を反映し た人々の活動と その活動が行われる歴史的価値の

高い建造物が一体と なっ た歴史的風致が形成さ れ、 今日まで継承さ れている。

歴史的風致に関する概要、 分布状況1
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鬼無里

戸隠

善光寺

松代

４ 　 戸隠の伝統的な生業にみる歴史的風致

茅葺き 竹細工

３ 　 戸隠信仰にみる歴史的風致

戸隠神社の式年大祭

御開帳における

中日庭儀大法要

１ 　 善光寺御開帳にみる

　 　 歴史的風致

２ 　 善光寺周辺寺社の祭礼

　 　 にみる歴史的風致

弥栄神社の御祭礼

湯福神社の神事

水内大社の御柱祭

５ 　 城下町松代と 松代道にみる歴史的風致

松代城跡で行われる

大門踊り

新御殿跡（ 真田邸） 松代道の宿場（ 川田宿）

６ 　 大室古墳群にみる

　 　 歴史的風致

古墳の保存

７ 　 鬼無里の伝統的祭礼にみる

　 　 歴史的風致

白髯神社の

祭礼（ 神楽）

諏訪神社の御柱祭

鬼無里

神社の

祭礼（ 屋台）

　 ついては、 本市の維持及び向上すべき 歴史的風致と し て７ つを取り 上げ、 それぞれに

建造物、 人々の活動を主と し て以降で整理する。

©善光寺
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歴史的風致の内容2

⑴　 善光寺御開帳にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 善光寺の創建について、 平安時代末期に記さ れた『 扶桑略記』（ 寛治８ 年（ 1094年））所

収の『 善光寺縁起』によると 、 欽明天皇13年（ 552）に百済から 伝えら れた阿弥陀三尊を 本

尊と し 、 当初現在の長野県飯田市で祀ら れていたも のを 皇極天皇元年（ 642）に現在地に

遷座し 、 同３ 年（ 644）には伽藍が造営さ れ「 善光寺」と 名付けら れたと さ れている。

　 善光寺の名は、 貴族のあいだに阿弥陀如来の極楽浄土に往生を願う 浄土信仰が広がる

と と も に、 中央の貴族社会や仏教界で知ら れるよう になっ た。 また、 善光寺は、 天台宗

寺門派の本山である園
お ん

城
じ ょ う

寺
じ

の末寺と なり 、 本寺の僧の中から 別当が選任さ れている。 関

白藤原師通が永保３ 年（ 1083）から 康和元年（ 1099）年までの朝廷の政務や儀式などを 記

し た日記と さ れる『 後二条師通記』の永長元年（ 1096）３ 月の条に、 興福寺、 西大寺、 法

隆寺における別当の名が記さ れると と も に、 頼救阿
あ

闍
じ ゃ

梨
り

が善光寺別当になるこ と が記さ

れており 、 こ れが善光寺別当に関する初見記事である。

　 善光寺信仰は、 平安時代末期以降の浄土信仰の広がり と と も に、 急速に全国的な広が

り をみせ、 阿弥陀信仰の霊地と し て善光寺の名声が知れわたるこ と と なる。 また、 多く

の善光寺聖が御本尊の分身仏と と も に全国各地を巡り 、 善光寺縁起を説き ながら 善光寺

如来への信仰を 人々に根付かせた。 さ ら に、 鎌倉時代以降、 末法思想の広がり と と も

に、 鎌倉幕府の善光寺保護政策によ り 、 治承３ 年（ 1179）に焼失し た善光寺の再建が行

われるほか、 全国各地で有力御家人を檀那と し た新善光寺の建立や善光寺仏の模造が流

行し 、 鎌倉時代後期には全国各地に新善光寺が勧請さ れ、 善光寺信仰は全国に広がっ た。

　 全国から 善光寺への参詣人の増加に伴っ て参詣路も 発達し た。『 一
い っ

遍
ぺ ん

聖
ひじ り

絵
え

』（ 正安元年

（ 1299））、『 遊行上人絵伝』（ 徳治２ 年（ 1307）までに制作）は、 文永年間に再建さ れた善

光寺や門前の賑わいを 伝えている。 また、『 大
お お

塔
と う

物
も の

語
がたり

』（ 応永７ 年（ 1400））に「 善光寺の

南大門および裾花川の高畠に履子を打つ所なし 」と 門前の賑わいが記さ れている。

　 門前の住人は、 大工、 仏師、 絵師、 遊女、 琵琶法師、 絵解き 法師など善光寺如来に直

接結縁し て世俗を脱し た人々で、 農村と は異なっ た町の世界が善光寺門前に展開し てい

た。 室町時代には、 善光寺信仰と 戸隠・ 飯縄信仰が一体と なり 、 多く の参詣者を集めた。

　 こ う し た歴史的な経緯をも つ善光寺において、 近年数え年で７ 年に一度ごと 丑の年と

未の年に催さ れるのが、 善光寺前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御開帳である。 一般に御開帳と は、 通常閉鎖さ

れている仏殿の扉を開いて参拝するも のであるが、 善光寺の本尊である一
い っ

光
こ う

三
さ ん

尊
ぞ ん

阿弥陀

如来は、 古く から 絶対秘仏と さ れているこ と から 、 御開帳のと き に人々が目にするこ と
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ができ るのは、 本尊の身代わり と なる前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

である。

　 善光寺の御開帳には、 他国に出て行う 出開帳と 善光寺で行う 居開帳があり 、 こ のう ち

居開帳が現在主に行われている御開帳である。 居開帳は、 念仏堂で行われた不断念仏の

節目を記念するこ と 、 出開帳を終えた如来を慰労するこ と 、 堂塔の造営や修築を記念す

るこ と などを目的に実施さ れてき た。 近年では、 長野商工会議所などで構成する奉賛会

が、 善光寺に開帳の申し 入れを行う 形になっ ており 、 善光寺信仰に加え、 商業、 観光振

興の要素も 大き く なっ てき ている。

　 記録の残る最初の居開帳は享保15年（ 1730）で、 善光寺宿問屋『 小野家日記』に「 如来御

入仏以後の群衆なり 」と 大いに繁盛し たと 記さ れている 。 また、 居開帳の様子が分かる

史料と し て、 弘化４ 年（ 1847）の善光寺大地震における居開帳の絵図（『 永井家文書』（ 嘉

永元年（ 1848））長野市指定有形文化財）に華やかな居開帳が描かれている。

　 江戸時代の居開帳は、 享保15年（ 1730）から 幕末にかけて十数回行われていたも の

の、 不定期の開催であっ た。 現在のよう に数え年で７ 年に一度と 定期的に実施さ れるよ

う になっ たのは、 明治15年（ 1882）以降であり 、 太平洋戦争によ る混乱期を 除いて現在

まで途絶えるこ と なく 行われている。

「 如来御遷座参詣群集之図」『 永井家文書』（ 嘉永元年（ 1848）、 長野市指定有形文化財）
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イ 　 建造物

　（ ア）　 善光寺

　  　 善光寺は、 特定の宗派に属さ ない無宗派で、 全ての人々を受け入れる寺と し て知ら

　 れている。

　 　 ａ 　 善光寺本堂（ 国宝）

　 　  　 現在の本堂は、 宝永４ 年（ 1707）に再建さ

　 　 れ、 正面の柱間５ 間に対し 、 側面の桁行14

　 　 間と 縦長の建物で、 建坪も 国宝建造物の中で

　 　 東日本最大級の大き さ である。 その平面は、

　 　 外陣、 内陣、 内々陣が設けら れ、 屋根は総

　 　 檜
ひ わ だ

皮葺
ぶ き

で撞
し ゅ

木
も く

造
づく り

と いう 独特な形式である。

　 　 ｂ 　 善光寺三門（ 重要文化財）

　 　  　 三門（ 山門）は、 寛延３ 年（ 1750）の建立

　 　 で、 本堂の正面に位置し 、 柱間が５ 間で戸が

　 　 ３ つの木造二階建、、 入母屋造の二重門で、

　 　 中央３ 間が通路になっ ている。 また、 屋根

　 　 は、 大正年間の葺き 替え工事で檜
ひ わ だ

皮葺
ぶ き

と なっ

　 　 ていたが、 平成の大修理でサワラ 板を用いた

　 　 栩
と ち

葺
ぶ き

に復元さ れている。

　 　 ｃ 　 善光寺経蔵（ 重要文化財）

　 　  　 経蔵は、 宝暦９ 年（ 1759）の建立で、 本堂

　 　 の西側に位置し 、 柱間が５ 間四方の建物で、

　 　 屋根は宝形造の檜
ひ わ だ

皮葺
ぶ き

である。 内部は石敷

　 　 で、 中央に一切経が収めら れた八角形の輪蔵

　 　 がある。

善光寺本堂（ 宝永４ 年（ 1707）、 国宝）

善光寺三門

（ 寛延３ 年（ 1750）、 重要文化財）

善光寺経蔵

（ 宝暦９ 年（ 1759）、 重要文化財）

©善光寺

©善光寺

©善光寺
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　 　 ｄ 　 善光寺仁王門（ 登録有形文化財）

　 　  　 仁王門は、 宝暦２ 年（ 1752）に再建さ れた

　 　 も のの、 弘化４ 年（ 1847）の善光寺大地震及

　 　 び明治24年（ 1891）の大火により 焼失し た。

　 　 現在の仁王門は、 大正７ 年（ 1918）に再建さ

　 　 れたも のである。 柱間が３ 間、 戸が１ つの八

　 　 脚門で、 屋根は切妻造銅板葺で、 正面に唐破

　 　 風をも つ。

　 　 ｅ 　 善光寺鐘楼（ 登録有形文化財）

　 　  　 本堂の南東にある鐘楼は、 嘉永６ 年

　 　（ 1853）に再建さ れた。 屋根は、 入
い り

母
も

屋
や

造
づく り

　 　 檜
ひ わ だ

皮葺
ぶ き

で、 ６ 本の角柱が二重扇垂木の深い軒

　 　 をも っ た屋根を支えている。 銅鐘は、 寛文７

　 　 年（ 1667）に伊藤文兵衛金正が鋳造し たも の

　 　 で、 高さ 180センチメ ート ル、 口径116セン

　 　 チメ ート ルあり 重要美術品に認定さ れている。

　（ エ）　 本坊と 院坊

　  　 善光寺一山の本坊と し て天台宗の大勧進と 浄

　 土宗の大本願があり 、 大勧進の下
も と

に25院、 大

　 本願の下
も と

に14坊ある。 善光寺の門前は、 明治

　 24年（ 1891）の大火により 多く の建物が焼失し

　 たが、 大勧進、 大本願や院坊の中には焼失を免

　 れた歴史的建造物が残り 、 善光寺と 一体と なり

　 独特の景観を今に伝えている。

　 　 ａ 　 大勧進

　 　  　 信州大学による善光寺及びその門前にあ

　 　 る宿坊や仲見世、 寺社等の建造物の調査（『 善

　 　 光寺と その門前』（ 平成21年（ 2009））による

　 　 と 大勧進には、 寛政年間に建てら れた建物と

　 　 し て、 表大門（ 寛政元年（ 1789））、 赤門（ 寛

　 　 政年間（ 1789-1801））、 行在所（ 寛政11年

善光寺仁王門

（ 宝暦２ 年（ 1752）、 登録有形文化財）

善光寺鐘楼

（ 嘉永６ 年（ 1853）、 登録有形文化財）

大勧進

善光寺門前の院坊のまち なみ

©善光寺

©善光寺

©善光寺
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　 　（ 1799））などが残る。 なお、 大勧進の本堂にあたる萬善堂は、 明治35年（ 1902）建

　 　 立の木造平屋建、 箱棟を載せた入母屋造瓦葺、 正面に向拝を設けた建築である。

　 　 ｂ 　 大本願

　 　  　 大本願では、 光明閣が明治24年（ 1891）の

　 　 大火を被っ ていない建造物（『 善光寺と その門

　 　 前』（ 平成21年（ 2009）））である。 こ れは、 歴

　 　 代天皇の霊を奉っ ている建物で、 木造平屋

　 　 建、 瓦で葺かれている。 現在は、 特別な法要

　 　 などの際に使用さ れている。

　 　 ｃ 　 世
せ

尊
そ ん

院
い ん

釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

　 　  　 世尊院釈迦堂は、 明治39年（ 1906）頃の建

　 　 築（『 善光寺と その門前』（ 平成21年（ 2009）））

　 　 で、 木造平屋建、 入母屋造瓦葺である。 建物

　 　 に使用さ れる部材に見事な極彩色の彩色が施

　 　 さ れている。

ウ　 活　 動

　（ ア）　 善光寺前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御開帳

　  　 こ う し た歴史的建造物がひし めく 善光

　 寺で、 数え年で７ 年に一度ごと 催さ れる

　 御開帳は、 仏都でも ある本市の最大の祭

　 り で、 期間中は、 全国から 多数の参詣者

　 が集まる。

　  　 善光寺は、 古く から 庶民に開かれた寺

　 と し て、 宗派を問わず全ての人々を受け

　 入れてき たこ と で知ら れている。 現在、

　 法要をはじ めと し た寺務は、 天台宗と 浄

　 土宗の二宗派の僧侶が共同で執り 行っ ている。

　  　 善光寺の御開帳は、 通常、 新緑の季節である４ 月上旬から ５ 月下旬頃まで約２ ヶ 月

　 間催さ れる。 新型コ ロナウイ ルス感染症感染拡大の影響から １ 年延期し て開催さ れた

　 令和４ 年（ 2022）の御開帳は、 感染防止対策と し て参詣者が分散し て訪れら れるよう

　 期間を長く と り 、 ４ 月３ 日から ６ 月29日まで88日間にわたり 行われた。

大本願

世尊院釈迦堂（ 明治39年（ 1906）頃）
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　 　 ａ 　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

　 　  　 善光寺の御開帳において回
え

向
こ う

柱
ばし ら

は、 次のよう な意味をも つ。 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

は、 絶対秘

　 　 仏である本尊の代わり に参拝者に公開さ れるも のであるが、 本堂奥の内々陣に安置

　 　 さ れており 、 そのため、 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

から 伸びた「 善の綱」と 呼ばれる綱で繋がれるこ と

　 　 で回
え

向
こ う

柱
ばし ら

は、 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

の命を宿す。 御開帳の期間中は、 本堂前に建てら れた回
え

向
こ う

柱
ばし ら

　 　 に触れて前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

と 御縁を結ぼう と する参拝者の長い列が見ら れる。

　 　  　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

は、 松代藩真田家が現在の善光寺本堂建

　 　 立の普請奉行に当たっ た縁から 、 毎回松代地区か

　 　 ら 寄進さ れる。 令和４ 年（ 2022）の御開帳では、

　 　 松代地区内に適当な用材がなかっ たため、 長野県

　 　 須坂市豊丘の山中から 杉が切り 出さ れ、 松代地区

　 　 内の製材工場で化粧が施さ れた。 なお、 本堂前に

　 　 建てら れる回
え

向
こ う

柱
ばし ら

は、 約45センチメ ート ル角で

　 　 高さ が約10メ ート ル、 重さ 約３ ト ンにも なる。

　 　  　 令和４ 年（ 2022）の御開帳では、 ３ 月27日に回

　 　 向柱受入式が行われた。 柱は、 善光寺本堂前に建

　 　 立する回
え

向
こ う

柱
ばし ら

と 、 世
せ

尊
そ ん

院
い ん

釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

前に建てる約６

　 　 メ ート ルの供養塔の２ 本である。 世
せ

尊
そ ん

院
い ん

釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

前

　 　 の供養塔も 本尊の銅造釈
し ゃ

迦
か

涅
ね

槃
は ん

像（ 重要文化財、

　 　 鎌倉時代）の右手と 結ばれる。

　 　 ｂ 　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

奉納行列

　 　  　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

奉納行列は、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

を松代町内から 善光寺まで運ぶ行列である。

　 　  　 行列は、 真田十万石の大名行列を先頭にし て、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

に繋がれた綱を引き なが

　 　 ら 、 松代町内を練り 歩いた後、 市中心部に移動し て善光寺本堂へ向け、 中央通り

　 　 を北上する。 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

の奉納につい

　 　 ては、『 長野商工会百年史』（ 平成

　 　 12年（ 2000））に昭和30年（ 1955）

　 　 から 旧松代藩に伝わる十万石行列

　 　 を加えて回
え

向
こ う

柱
ばし ら

を受け入れるよう

　 　 になっ たと の記載がある。

　 　  　 通常であれば、 奉納行列の経路

　 　 には、 柱に触れよう と する人々で

　 　 溢れかえるが、 令和４ 年（ 2022） 史跡旧文武学校を 出発する「 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

奉納行列」

世
せ

尊
そ ん

院
い ん

釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

前の供養塔

（ 中
ち ゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要（ 天台宗）での

世
せ

尊
そ ん

院
い ん

釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

法要の様子）
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「 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

建立式」

　 　 の御開帳では、 新型コ ロナウイ ルス感

　 　 染対策のため規模を縮小し て行われた。

　 　  　 ３ 月27日午前10時に、 奉納行列、

　 　 木遣り 隊、 そし て通常であれば人が曳
ひ

　 　 く と こ ろ 、 ト ラ ッ ク に載せら れた回向

　 　 柱が列になっ て史跡旧文武学校を出発

　 　 し 、 30分ほど松代町内を練り 歩く 。

　 　 　 午後に奉納行列は、 市中心部に移動

　 　 し て長野商工会議所などでつく る御開

　 　 帳奉賛会の役員も 加わり 、 大門交差点付近で列を整え、 仲見世通り 、 山門を抜け、

　 　 善光寺本堂へ向けて進んでゆく 。 善光寺本堂前の受け入れ式では、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

寄進建立

　 　 会会長から 善光寺寺務総長に寄進目録が手渡さ れた。

　 　 ｃ 　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

建立式

　 　  　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

建立式は、 御開帳が始まる２ 日前に行われる。 善光寺本堂の大香炉前に組

　 　 み建てら れた滑車付き の２ 本の柱である蝉
せ み

竿
ざ お

や木製手動ウィ ンチの神
か ぐ ら

楽桟
さ ん

の伝統的

　 　 な道具を使い、 多く の参詣者に見守ら れる中、 高度な技術をも つ職人たちの手作

　 　 業により 、 ゆっ く り と 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

が建ち上がる。 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

を建ち上げ始めてから およそ

　 　 40分後、 関係者や参詣者が見守る中、 ついに本堂前の回
え

向
こ う

柱
ばし ら

が、 天に向かっ て

　 　 真っ 直ぐ に建つ。

　 　  　 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

が建ち上がると 、 善光寺一山の住職による読経で、 御開帳の安全無事と 成

　 　 功が願われる。

本堂前に到着し た「 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

奉納行列」

©善光寺 ©善光寺
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　 　 ｄ 　 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御
ご

遷
せ ん

座
ざ

式
し き

　 　  　 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御
ご

遷
せ ん

座
ざ

式
し き

は、 御開帳が始ま

　 　 る前日に行われ、 善光寺御宝庫から 、

　 　 御
ご

宝
ほ う

輦
れ ん

に乗せら れた前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

が本堂へ

　 　 と 向かう 。 御
ご

宝
ほ う

輦
れ ん

に乗せら れた前立本

　 　 尊は、 厳かな雰囲気の中、 ゆっ く り と

　 　 参道を進み、 数え年で７ 年ぶり に本堂

　 　 の内々陣に安置さ れる。

　 　  　 続いて、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

開
か い

眼
げ ん

法要が行われて

　 　 多く の参詣者が見守る中、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

を包

　 　 んでいた白い布が取り 払われる。

　 　 ｅ 　 開
か い

闢
びゃ く

大法要

　 　  　 御開帳の初日は、 早朝のお朝事をも っ て始ま

　 　 る。 お朝事は、 毎朝本堂で行われるお勤めのこ と

　 　 で、 はじ めに天台宗のお朝事が行われ、 続いて浄

　 　 土宗のお朝事が行われる。 お朝事に続き 、 天台

　 　 宗、 浄土宗の両宗により 開
か い

闢
びゃ く

大法要が営まれる。

　 　 開
か い

闢
びゃ く

と は、 天地が開け始めて世界が始まるこ と を

　 　 意味する。

　 　 ｆ 　 中
ちゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要

　 　  　 御開帳の期間中は、 さ まざまな行事が行われるが、 その中で最も 重要で大規模に

　 　 行われるも のが中
ち ゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要である。 こ れは、 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

を讃
た た

える法要で、 天台宗

　 　 と 浄土宗により 日を変えて回向柱前で行われる。 令和４ 年（ 2022）は、 浄土宗が４

　 　 月23日、 天台宗が５ 月７ 日に行っ た。

　 　  　 こ の法要における行列は、 天台宗と 浄土宗で内容が多少異なる。

　 　  　 浄土宗の行列は、 大本願を出発し た後、 三

　 　 門に向かっ て参道を直進し 、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

前で庭

　 　 儀法要を行う 。 こ れまでは、 こ のと き 本堂前

　 　 で稚
ち

児
ご

による礼
ら い

讃
さ ん

舞
ま い

を披露し ていたが、 令和

　 　 ４ 年（ 2022）の法要では、 新型コ ロナウイ ル

　 　 ス感染症対策のため礼
ら い

讃
さ ん

舞
ま い

の披露は行われな

　 　 かっ た。 続いて本堂内で法要を行う 。 その

「 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御
ご

遷
せ ん

座
ざ

式
し き

」

「 中
ち ゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要」（ 浄土宗）

「 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

開
か い

眼
げ ん

法要」

©善光寺
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「 中
ち ゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要」（ 浄土宗） 「 中
ち ゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要」（ 天台宗）

　 　 後、 来たと きと 同じ ルート をたどっ て大本願に戻る。

　 　  　 天台宗の行列は、 大勧進を出発し 三門へと 向かう 。 三門を抜けて回
え

向
こ う

柱
ばし ら

前に着く

　 　 と 、 そこ で庭儀法要が執り 行われる。 続いて、 本堂内で法要を行い、 回廊を廻っ て

　 　 散華が撒かれる。 その後、 参道を長野駅方面に進み仲見世通り の中ほどで左折し 、

　 　 世
せ

尊
そ ん

院
い ん

釈
し ゃ

迦
か

堂
ど う

の前で法要が営まれる。 こ の法要を終えると 釈迦堂通り を南下し て仁

　 　 王門の本堂側の前に出て、 参道を善光寺方面に向かっ て大勧進に戻る。

©善光寺 ©善光寺
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中
ち ゅ う

日
に ち

庭
て い

儀
ぎ

大法要ルート 図（ S= 1:2,500）

善光寺本堂

三門

仁王門

弥栄神社

仲見世

本坊 大勧進

本坊 大本願

寛慶寺

回向柱

世尊院釈迦堂
仲見世

表書院

萬善堂

尊勝院

蓮華院

常住院

威徳院

円乗院

玉照院

本覚院

徳寿院

最勝院
光明院薬王院

常徳院

向仏坊

鏡善坊

野村坊

徳行坊

常行院

堂明坊

堂照坊

白蓮坊

正智坊

兄部坊

淵之坊

常円坊

随行坊

寿量院

善行院

甚妙院

玄証院

光明閣

赤門

行在所

表大門

世尊院

寛喜院

経蔵
鐘楼

善光寺御宝庫

正信坊

浄願坊

福生院

吉祥院

教授院

常智院

良性院

宝林院

長養院

天台宗の「 中日庭儀大法要」 ルート

浄土宗の「 中日庭儀大法要」 ルート

凡例

赤字： 宿坊を 示す。

ｰ 75 ｰ

「中日庭儀大法要」ルート図　S=1/2,500
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　 　 ｇ 　 結
け ち

願
が ん

大法要

　 　  　 こ のよう にさ まざまな行事が行われて

　 　 き た御開帳は、 結
け ち

願
が ん

大法要によっ て終わ

　 　 り を迎える。 結
け ち

願
が ん

大法要は、 御開帳の最

　 　 終日に天台宗と 浄土宗により 本堂でそれ

　 　 ぞれ営まれる。

　 　  　 続いて、 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御
ご

還
か ん

座
ざ

式
し き

が行われ

　 　 る。 こ れは、 御開帳前の前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御遷座

　 　 式と は逆に、 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

が白装束の男性が担ぐ 御
ご

宝
ほ う

輦
れ ん

に乗っ て本堂から 御宝庫へと 還
か え

　 　 ら れるも ので、 こ れをも っ て御開帳が幕を閉じ る。

エ　 まと め

　 古く から 宗教や宗派にと ら われずに全ての人々を受け入れてき た善光寺の御開帳は、

全国各地から 多く の参詣者や観光客を集める。 その一連の祭事は、 関係者や周辺の人々

のみなら ず、 回
え

向
こ う

柱
ばし ら

の拠出にみら れるよう に、 同じ く 歴史遺産が豊富な松代地区にも 支

えら れ、 現在まで途絶えるこ と なく 続けら れている。 また、 善光寺の御開帳は、 経済界

にと っ て一つの周期基準にも なっ ており 、 御開帳に合わせて営業戦略、 店舗改修計画、

商品開発などの予定が組まれるこ と が少なく ないと いわれる。

　 緑豊かな山並みを背景に、 善光寺及びその周辺の歴史的建造物を中心に執り 行われる

善光寺前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御開帳は、 多く の人々の生活に深く 関わる本市の特徴的な歴史的風致と

なっ ている。

「 結
け ち

願
が ん

大法要」（ 天台宗）

「 前
ま え

立
だ ち

本
ほ ん

尊
ぞ ん

御還座式」
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善光寺御開帳にみる 歴史的風致範囲図（ S= 1/25,000）
善光寺御開帳にみる歴史的風致範囲図（S=1/25,000） 

 

善光寺本堂

長野駅

湯福神社

弥栄神社

水内神社

仁王門

武井神社

西宮神社西方寺

秋葉神社

十念寺
延命庵

西光寺

凡　 例

　 　 建造物

　 　 その他建造物

　 　 中日定義大法要ルート（ 天台宗）

　 　 中日定義大法要ルート（ 浄土宗）

　 　 歴史的風致
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　 むかし 、 善光寺から 東に十里の村里に欲張り で信心薄いおばあさ んが住んで

まし た。 ある日、 川で布をさ ら し ていると 、 どこ から か一頭の牛が現れ、 角に

その布を引っ かけて走っ て行く ではあり ませんか。 あわてたおばあさ んは、 布

を取り 戻し たい一心で、 牛の後を一生懸命追いかけまし た。 走り に走っ て、 お

ばあさ んはついに長野の善光寺までたどり つき まし た。

　 と こ ろ が牛の姿を見失い、 日も と っ ぷり 落ちて途方に暮れ、 仕方なく 善光寺

の本堂で夜を明かすこ と に。 すると その夜、 その夢枕に如来様が立ち、 不信心

をおさ と し になっ たのです。 目覚めたおばあさ んは、 今までの行いを悔いて善

光寺如来に手を合わせまし た。 その後、 信心深く なり 、 たびたび善光寺に参詣に

訪れるよう になっ たおばあさ んは、 ついに極楽往生を遂げたと いわれています。

　 一説には、 おばあさ んが家に戻っ てみると 、 牛が引っ かけていっ たはずの白

布が観音様の肩にかかっ ていたと も いわれています。 それが、 現在の小諸市に

ある布引観音だと いわれています。

　 こ のよう な善光寺にまつわる伝説が残さ れています。

【 善光寺の伝説】

牛に引かれて善光寺詣
ま い

り

COLUMN
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⑵　 善光寺周辺寺社の祭礼にみる歴史的風致

ア　 はじ めに

　 善光寺周辺には、 善光寺と 深い関わり をも つ寺社が多く ある。 弥
や

栄
さ か

神社は、 京都の八

坂神社を御本社と し 、 善光寺門前に宿坊が建ち並ぶ上西之門通り の一角にある。 弥
や

栄
さ か

神

社の社地は、 安永３ 年（ 1774）に当時の善光寺本坊の大勧進住職によっ て寄進さ れた。

　 弥
や

栄
さ か

神社の御祭礼では、 善光寺門前の各町から 曳
ひ

き 出さ れた屋台による奉納屋台巡行

が行われている。 こ の屋台と は山車のこ と で、 屋台の上で舞を披露するのが弥
や

栄
さ か

神社の

御祭礼の特徴である。

　 また、 美
み

和
わ

神社、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社、 武
た け

井
い

神社、 妻
つ ま

科
し な

神社、 加茂神社、 木
き

留
ど め

神社、 柳原神社

は、 善光寺七社と 呼ばれている。 こ のう ち善光寺に近い湯
ゆ

福
ぶ く

神社、 武
た け

井
い

神社、 妻
つ ま

科
し な

神社

の三社は、 善光寺三社も し く は善光寺三鎮守と 呼ばれ、 戸隠の創建等が記さ れた『 戸
と

隠
がく し

山
さ ん

顕
け ん

光
こ う

寺
じ

流
る

記
き

』（ 県宝、 室町時代中期）の「 山中之外王子之事」に「 井福・ 武井・ 妻成（ 科）

御社之山王・ 善光寺之内白山一之護法也」と あり 、 特に崇敬さ れてき たこ と が分かる。

　 善光寺周辺の寺社は、 弘化４ 年（ 1847）の善光寺大地震と 明治24年（ 1891）の大火によ

り 甚大な被害を受けたが、 復興を遂げ、 善光寺周辺に形成さ れた歴史的なまちなみの中

で、 地域住民により 伝統的な祭礼が受け継がれている。

イ 　 建造物

　（ ア）　 弥
や

栄
さ か

神社

　  　 覆屋に囲われた社殿は、 境内の最も 北寄り に位置

　 し ている。 覆屋は、 木造平屋建、 平入、 切妻造瓦葺

　 で、 向拝柱も 含めた外部はすべて漆喰で覆われてい

　 る。 建築年代は、 弘化４ 年（ 1847）以前であるこ と

　 が判明（『 善光寺と その門前』（ 平成21年（ 2009））し

　 ている。

弥
や

栄
さ か

神社の覆屋

82



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

　（ イ ）　 妻
つ ま

科
し な

神社

　  　 妻
つ ま

科
し な

神社は、 善光寺の南西、 妻
つ ま

科
し な

の中央北に

　 位置し ている。 平安時代初期から と みら れる諏

　 訪社系の古社と さ れ、『 日本三代実録』（ 延喜元

　 年（ 901））貞観２ 年（ 860）の条に妻科地神と 記さ

　 れている。

　  　 本殿は、 延宝７ 年（ 1679）建立の一間社

　 流造、 瓦葺屋根（『 善光寺史研究』（ 平成12年

　（ 2000））である。 拝殿は、 大正３ 年（ 1914）建立

　（『 善光寺史研究』（ 平成12年（ 2000））で、 木造平屋建、 平入、 入母屋造銅板葺屋根、

　 中央に唐破風のついた向拝が設けら れている。

　（ ウ）　 武
た け

井
い

神社

　  　 武
た け

井
い

神社は、 善光寺の南東、 東町に位置し てい

　 る。 妻
つ ま

科
し な

神社と 同様に諏訪社系の古社と さ れ、

　 主祭神と し て建
た け

御
み

名
な

方
か た

命
のみこ と

、 相
あ い

殿
ど の

神と し て八坂刀

　 売命、 彦
ひ こ

神
か み

別
わ け

命
のみこ と

が祀ら れている。

　  　 本殿と 社蔵は、 弘化４ 年（ 1847）の善光寺大地

　 震で被害を受けた後、 13年を要し て再建さ れた

　 建物で、 万延元年（ 1860）の建立（『 善光寺史研究』

　（ 平成12年（ 2000）））である。 本殿は、 木造平屋

　 建、 平入、 切妻造瓦葺屋根で、 社蔵は、 木造平屋

　 建、 平入、 切妻造瓦葺屋根であっ た。 現在の拝殿

　 は、 平成21年（ 2009）に平成22年（ 2010）御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

記

　 念事業と し て建て替えら れている。

　（ エ）　 湯
ゆ

福
ぶ く

神社

　  　 湯
ゆ

福
ぶ く

神社は、 善光寺の北西、 箱清水の入口にあ

　 り 、 戸隠古道に沿っ た場所に位置し ている。 妻
つ ま

科
し な

　 神社、 武
た け

井
い

神社と 同様に諏訪社系の古社と さ れ、

　 同社には、 主祭神と し て建
た け

御
み

名
な

方
か た

命
のみこ と

が祀ら れて

　 いる。

　  　 社名の湯
ゆ

福
ぶ く

は、 伊吹を起源と し 、 風に関係のあ

　 る語と いわれ、 そのため同社は、 風神を祀る神社

妻
つ ま

科
し な

神社（ 延宝７ 年（ 1679））

武
た け

井
い

神社（ 万延元年（ 1860））

上段は拝殿、 下段は覆屋

湯
ゆ

福
ぶ く

神社（ 文久２ 年（ 1862））
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　 と し て信仰さ れてき た。 境内の北に位置する本殿と 拝殿は、 文久２ 年（ 1862）に建て

　 ら れた銅板葺屋根の建物（『 善光寺史研究』（ 平成12年（ 2000）））で、 本殿は切妻造、 拝

　 殿は入母屋造である。 また、 敷地北西にある土蔵に弥
や

栄
さ か

神社仮拝殿の部材が保管さ れ

　 ている。

　（ オ）　 健
た け

御
み

名
な

方
か た

富
と み

命
のみこ と

彦
ひ こ

神
か み

別
わ け

神社（ 水
み の ち

内大社）

　  　 健
た け

御
み

名
な

方
か た

富
と み

命
のみこ と

彦
ひ こ

神
か み

別
わ け

神社は、 善光寺三社と 同じ 諏訪社系の古社で、 善光寺の東、

　 城山公園の一角に位置し ており 、 地域では水
み の ち

内大社と 呼ばれている。 創建は古く 、

　『 日本書紀』（ 養老４ 年（ 720））下巻の持統天皇５ 年８ 月の条に、「 辛
かのと

酉
のと り

に、 使者を遣

　 わし て、 龍
た つ

田
た

の風塵を信濃の須
す

波
は

（ 諏訪）水
み の ち

内（ 長野）等の神を祀ら し む」と あり 、 後者

　 の水
み の ち

内（ 長野）が水
み の ち

内大社にあたる。

　  　 も と も と 善光寺本堂北側にあっ た年神堂（ 歳神堂）が、 神仏分離令によっ て明治

　 12年（ 1879）に現在地に遷さ れて健
た け

御
み

名
な

方
か た

富
と み

命
のみこ と

彦
ひ こ

神
か み

別
わ け

神社と なっ た。 境内に明治17年

　（ 1884）に建てら れた木造平屋建、 平入、 瓦葺銅板屋根の拝殿（『 善光寺史研究』（ 平成

　 12年（ 2000）））がある。 こ のと き

　 旧年神堂本殿は、 守
も り

田
た

迺
の

神社（ 長

　 野市高田）に移築さ れて長野市指

　 定有形文化財になっ ている。

　  　 なお、 水
み の ち

内大社のある城山公園

　 は、 かつて上杉謙信が陣を張っ た

　 横山城の跡地でも あり 、 現在は、

　 長野県立美術館や（ 仮称）長野こ ど

　 も 館などの文化施設が併設さ れた

　 都市公園と なっ ている。

　（ カ ）　 秋葉神社

　  　 秋葉神社は、 武
た け

井
い

神社の南東、 権堂アー

　 ケード の入口近く に位置し 、 祭神と し て軻

　 遇突智命を祀る。 も と も と 同じ 権堂町の往

　 生院境内に小祠を奉祠し ていたが、 弘化４

　 年（ 1847）の善光寺大地震の難を受けて移

　 転し 、 さ ら に明治27年（ 1894）に現在地へ

　 移転し た。 敷地内に秋葉神社と 刻まれた明

　 治29年（ 1896）建立の石碑や明治37年

水
み の ち

内大社（ 明治17年（ 1884））

秋葉神社（ 明治30年（ 1897））
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　（ 1904）建立の縁日記念碑が残っ ている。 本殿は、 慶応２ 年（ 1866）建立と さ れる一間

　 社流造で、 向拝に唐破風が付き 、 海
え

老
び

虹
こ う

梁
り ょ う

には竜が巻き ついた彫刻が施さ れている。

　 拝殿は、 明治30年（ 1897）に建てら れたと さ れるも ので、 間口６ 間、 奥行４ 間、 平

　 入、 入母屋造瓦葺屋根である。

　（ キ）　 院　 坊

　  　 善光寺周辺には、 本坊の大勧進（ 天台宗）の下
も と

に25院、 大本願（ 浄土宗）の下
も と

に14坊

　 の院坊がある。 院坊は、 一般に僧や参詣人の宿泊に当てら れ、 主に本尊が安置さ れて

　 いる場、 参詣者が宿泊する場、 生活の場から なる。 参詣者が宿泊する場と 生活の場は

　 一体の建造物で庫
く

裡
り

と 呼ばれ、 参詣者が宿泊する場が床面積の多く を占めている。 本

　 尊が安置さ れている場は、 大
お お

御
み

堂
ど う

である善光寺に対し て小
お

御
み

堂
ど う

と 呼ばれている。

　  　 現在みら れる宿坊の多く が木造三階建、 中には四階建のも のも あるよう に高密化、

　 多層化し ているのは、 主に明治時代中頃の鉄道開通によっ て増えた参詣者を受け入れ

　 るためと 考えら れている。

　 　 ａ 　 常徳院（ 門）（ 登録有形文化財）

　 　  　 常徳院は、 善光寺の院坊の一つで、 大勧進のすぐ 南西、 弥
や

栄
さ か

神社と 同じ 上西之門

　 　 通り に立地し 、 創立年月は不詳であるが、 史料から 寛文２ 年（ 1662）には創立さ れ

　 　 ていたと 考えら れている。

　 　  　 敷地内には、 明治24年（ 1891）の大火による被災を免れた門が残っ ており 、 現存

　 　 する門は、 明治初期にはすでに建てら れていたと 推測さ れている。 間口一間二尺、

　 　 切妻造、 桟瓦葺の薬医門で、 桁は男
お

梁
ば り

ではなく 出
で

三
み つ

斗
ど

が支え、 天井が張ら れている

　 　 こ と が特徴的である。

常徳院（ 門）（ 明治初期、 登録有形文化財）
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ウ　 活　 動

　（ ア）　 弥
や

栄
さ か

神社の御祭礼

　  　 御祭礼は、 神の代理と し て選ばれた純真無垢な十歳前後の御
お

先
さ き

乗
の

り と 呼ばれる少年

　 が、 屋台巡行の先頭に立っ て各町を練り 歩く こ と により 、 夏の疫病を祓
は ら

う 祭礼である。

　  　 令和５ 年（ 2023）の御祭礼は、 天王下ろ し 祭が７ 月７ 日に、 宵山が７ 月８ 日、 屋台

　 巡行が７ 月９ 日、 天王上げ祭が７ 月14日に行われた。 屋台巡行は、 権堂町、 新田

　 町、 元善町が屋台を運行し 、 西後町と 東町は屋台を曳
ひ

かずに、 置き 屋台で参加し て行

　 われた。

　  　 弥
や

栄
さ か

神社の御祭礼は、『 善光寺御祭礼絵巻』（ 真田宝物館所蔵、 文政年間（ 1818-

　 1830））に、 晴れやかな屋台の姿と それを曳
ひ

く 町人の様子が描かれており 、 こ の頃か

　 ら 、 かなり の隆盛であっ たと みら れている。

　  　 弥
や

栄
さ か

神社の社地が大勧進住職により 寄進さ れたこ と から 善光寺と の関係が深く 、 弥

　 栄神社の御祭礼は、 善光寺の祇園祭と も 呼ばれ、 江戸時代は原則と し て大勧進の指揮

　 の下で行われていた。 現在も 善光寺の僧侶が、 天王下ろ し 祭と 天王上げ祭の神事に参

　 列し ている。

　 　 ａ 　 仮拝殿の組み立て、 撤去

　 　  　 天王下ろ し 祭が近づく と 、 弥
や

栄
さ か

神社の社殿（ 覆屋）の前に仮設の仮拝殿が組み建

　 　 てら れ、 天王下ろ し 祭と 天王上げ祭の神事が、 こ の仮拝殿で行われる。 仮拝殿は、

　 　 昭和22年（ 1947）から 昭和23年（ 1948）頃の建築で、 木造平屋建、 妻入、 切妻造鉄板

　 　 葺であり 、 天王上げ祭が終わると 解体、 撤去さ れ、 その部材は、 弥
や

栄
さ か

神社の北西に

　 　 位置する湯
ゆ

福
ぶ く

神社の境内に保管さ れる。

大勧進前を 通る 屋台

（『 善光寺御祭礼絵巻』（ 真田宝物館蔵、 文政年間（ 1818-1830））
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天王下ろ し の神事の様子

　 　 ｂ 　 天王下ろし 祭

　 　  　 天王下ろ し 祭の神事は、 ７ 月７ 日に仮拝殿で宮司をはじ め、 屋台巡行の御
お

先
さ き

乗
の

り

　 　 を務める少年、 善光寺関係者、 持ち回り の年番町（ 令和５ 年（ 2023）は東之門町）、

　 　 副年番町役員、 妻科地区の役員、 商工会議所の会頭、 ながの祇園祭の実行委員長な

　 　 どの関係者が参列し て行われる。 かつて妻
つ ま

科
し な

にある聖
し ょ う

徳
と く の

宮
み や

で天王下ろ し 祭が行われ

　 　 ていた名
な

残
ご り

で妻
つ ま

科
し な

地区の役員が参列し ている。

　 　  　 神事は、 太鼓の音と と も に始まり 、 まず、 神職が祝
の り と

詞をあげる。 次に、 祓
は ら

えが行

　 　 われ、 宮司が神前に進み出て、 天王下ろ し の祝
の り と

詞をあげる。 宮司は、 二拝二拍手一

　 　 拝の後、 玉
た ま

串
ぐ し

を奉献し 、 続いて、 御
お

先
さ き

乗
の

り 、 参列者の順で玉
た ま

串
ぐ し

を奉献する。 全ての

　 　 参列者が玉
た ま

串
ぐ し

奉献を終えると 、 太鼓の音と と も に宮司以下の参列者が一拝し 、 宮司

　 　 が神前に進み出て一拝し た後、「 オー」と いう 声と と も に神様を迎える。

　 　  　 最後に、 仮拝殿に着座する参列者と 仮拝殿の前に参列する全ての関係者、 参拝者

　 　 が一拝拍手をし て神事が終わる。
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　 　 ｃ 　 屋台巡行

　 　  　 明治維新や太平洋戦争等の一時期を除き、 毎年行われていた屋台巡行は、 戦後、

　 　 経済的な理由や人手不足の問題から 徐々に実施回数が減っ ていっ た。 昭和40年

　 　（ 1965）から 昭和42年（ 1967）までの間は松代群発地震の影響により 自粛さ れ、 昭和

　 　 43年（ 1968）に屋台巡行が再開さ れた。 そし て、 昭和45年（ 1970）５ 月12日に善光寺

　 　 忠霊殿落成の協賛と し て、 また、 昭和48年（ 1973）に初めて善光寺御開帳にあわせ

　 　 て巡行が行われたが、 以降、 天王下ろ し 祭と 天王上げ祭の神事のみが、 毎年行われ

　 　 ていた。

　 　  　 その後、 平成21年（ 2009）の善光寺御開帳で10台の屋台が巡行し て大きな賑わい

　 　 をみせ、 屋台巡行は平成24年（ 2012）から 、 ながの祇園祭屋台運行実行委員会が中　

　 　 心と なっ て毎年実施さ れている。

　 　 　 御祭礼は当初、 善光寺門前を中心に行われており 、 明治４ 年（ 1871）の御祭礼加

　 　 盟町は、 東町、 岩石町、 伊勢町、 東之門町、 大門町、 西町、 阿弥陀院町、 天神宮町、

　 　 桜小路、 上西之門町、 新町、 横町の12町で、 全て旧善光寺領の町であっ た。 明治

　 　 21年（ 1888）に善光寺の南方２ キロメ ート ルほどの位置に長野駅が開業し て長野駅

　 　 周辺が都市化し てく ると 、 徐々に善光寺から 南に位置する長野駅に近い町が参加す

　 　 るよう になっ た。

　 　  　 都市域は、 幕末の『 小市往還ヨ リ 善光寺ヲ 見図』（ 嘉永元年（ 1848）、 永井家文

　 　 書、 長野市指定有形文化財）では、 善光寺門前と 北国街道沿いの比較的限ら れた範

　 　 囲に都市域がまと まっ ているが、 次に『 信陽善光寺境内及長野市町明細之図』（ 明治

　 　 24年（ 1891））では、 善光寺の西側に県庁をはじ めと し た主要官庁が建ち並ぶ姿が見

　 　 えると と も に、 長野駅の開業により 都市域が徐々に南方に拡大し ているこ と が分か

　 　 る。
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『 小市往還ヨ リ 善光寺ヲ 見図』（ 嘉永元年（ 1848）、 永井家文書）

『 信陽善光寺境内及長野市町明細之図』（ 明治24年（ 1891））
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　 　 ｄ 　 屋　 台

　 　  　 近年、 人口減少の進展による担い手不足の問題も あっ て、 旧善光寺領の町に参加

　 　 を見合わせる町が出てきた。 令和５ 年（ 2023）時点の屋台巡行加盟町は、 上千歳

　 　 町、 上西之門町、 北石堂町、 権堂町、 桜枝町、 新田町、 末広町、 大門町、 問御所

　 　 町、 西後町、 西之門町、 東後町、 東鶴賀町、 東之門町、 東町、 緑町、 南石堂町、 南

　 　 千歳町、 元善町の19町である。 こ の19町のう ち15町が、 現在も 屋台を所有し てい

　 　 る。 さ ら に、 かつて屋台巡行に加盟し ていた西町上、 岩石町も 屋台を所有し てお

　 　 り 、 計17町が現在も 屋台を所有し ている。

　 　  　 各町の屋台の多く は、 屋台巡行のたびに組み立てら れ、 巡行を終えると 解体し

　 　 て保管さ れている。 組み立てら れた状態で保管さ れている屋台は、 西町上、 緑町、

　 　 新田町、 西後町、 問御所町、 東町の屋台である。 西町上の屋台は、 寛政５ 年

　 　（ 1793）に制作さ れた本屋台で、 建材に欅
けやき

や檜
ひのき

を用い、 全面黒漆塗り が施さ れてお

　 　 り 、 昭和42年（ 1967）に長野市有形民俗文化財に指定さ れて長野市立博物館で展示

　 　 さ れている。 屋台は、 その上で舞を披露する踊り 屋台が特徴で、 中には山崎儀作や

　 　 和田三郎次と いっ た郷土の匠による華やかな彫刻が施さ れたも のも ある。

　 　  　 令和５ 年（ 2023）の屋台巡行に参加し た町の屋台の特徴は以下のと おり 。

　 　  　 権堂町の屋台は、 大正２ 年（ 1913）に田町の和田三郎次によっ て造ら れた踊り 屋

　 　 台で、 善光寺周辺の屋台では唯一、 上段が

　 　 踊り 屋台、 下段が囃子方と なる二層構造で

　 　 ある。 戦後から 、 屋台の先頭に勢
き おい

獅
じ

子
し

が立

　 　 ち、 獅子と 屋台の一組での巡行が恒例と

　 　 なっ ている。 勢
き おい

獅
じ

子
し

は、 明治４ 年（ 1871）

　 　 に長野県が誕生し た際に、 その年の天長節

　 　 に長野県庁の勧めによっ て獅子頭、 幌を下

　 　 付さ れて舞っ たのが由来と さ れ、 長野市無

　 　 形民俗文化財に指定さ れている。

　 　  　 新田町の屋台は、 大正13年（ 1924）に造

　 　 ら れた踊り 屋台で、 平成６ 年（ 1994）に補

　 　 修さ れた白木造り の屋台である。 屋台と

　 　 一対になるお囃子用の底抜け屋台を平成

　 　 25年（ 2013）に復元し ている。

　 　  　 元善町は２ 台の屋台を保有し ている。 １

　 　 台は、 大正時代制作の踊り 屋台と お囃子用

　 　 の底抜け屋台であり 、 屋台巡行では、 も う

権堂町の屋台と 勢
き お い

獅
じ

子
し

新田町の屋台
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　 　 １ 台の平成13年（ 2001）に伊勢町から 預かり 受けた江戸時代末期から 明治時代初期

　 　 にかけての制作で、 柱は漆塗り 、 細部に多数の彫刻が施さ れている本屋台を使用し

　 　 ている。

　 　  　 西後町の屋台は、 幕末から 明治に活躍し た妻科村の山崎儀作によっ て明治５ 年

　 　（ 1872）に制作さ れた総欅
けやき

造り の本屋台で、 天井、 欄間、 破風に緻密な彫刻が施さ

　 　 れている。

　 　  　 東町の屋台は、 明治５ 年（ 1872)に山崎儀作によっ て制作さ れた本屋台で、 舞台

　 　 天井に金箔の松に鷹のほか、 破風、 入額、 欄間に一本彫り の彫刻があり 、 屋根や柱

　 　 に黒漆塗り が施さ れている。

　 　  　 そのほか、 現存する屋台の種別や制作年などは下表のと おり 。

西後町の屋台元善町の屋台 東町の屋台

町 屋台種別 制作年 保存形態 制　 作

桜枝町 本屋台 明治29年（ 1895） 10月 解体 山崎儀作

西町上 本屋台 寛政 5 年（ 1793） 組立

西之門町

踊り 屋台 明治26年（ 1893） 解体

底抜け 不明 解体

栄町 本屋台 明治36年（ 1903） 7月 解体

元善町

踊り 屋台 大正 8 年（ 1919） 解体

底抜け 不明 解体

本屋台 江戸末～明治初期 解体 山崎儀作

東之門町 二階建て 大正末期 解体
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　 　 ｅ 　 屋台巡行の順路

　 　  　 各町の屋台は、 午前９ 時の巡行開始に向けて、 各町の会所を早朝に出発し 、 各々

　 　 の順路を取り ながら 出発地のセント ラ ルスク ゥ エアに集合する。 セント ラ ルスク ゥ

　 　 エアは、 平成10年（ 1998）開催の長野冬季オリ ンピッ ク の表彰式会場と し て使用さ

　 　 れた施設を都市公園と し て再整備し た施設である。

　 　  　 御
お

先
さ き

乗
の

り の一行は、 午前８ 時の鏡開き のあと 弥
や

栄
さ か

神社を出発し 、 仲見世通り を南

町 屋台種別 制作年 保存形態 制　 作

伊勢町

踊り 屋台 不明 解体

底抜け 不明 解体

岩石町

踊り 屋台 不明 解体

底抜け 不明 解体

東町 本屋台 明治 5 年（ 1872） 組立 山崎儀作

大門町上

踊り 屋台 大正 3 年（ 1914）頃 解体

底抜け 不明 解体

大門町南 本屋台 安政 6 年（ 1859） 解体 山崎儀作

東後町 踊り 屋台 大正 7 年（ 1918） 解体

問御所町 本屋台 明治 5 年（ 1872） 組立 山崎儀作

権堂町 二階建て 大正 2 年（ 1913） 解体 和田三郎次

南千歳町 本屋台 昭和 5 年（ 1930） 解体

上千歳町 踊り 屋台 昭和初期 解体

緑町 本屋台 明治初期？ 組立 北村喜代松と 一門

西後町 本屋台 明治 5 年（ 1872） 組立 山崎儀作

新田町

踊り 屋台 大正13年（ 1924） 組立

底抜け 不明 組立

南石堂町 踊り 屋台 昭和12年（ 1937） 解体

北石堂町 本屋台 昭和11年（ 1936） 解体

横沢町には、 明治６ 年（ 1873）制作の笠鉾が10基あり 、 長野市立博物館に寄託収蔵さ れている。 網掛けし たも の

は、 平成28年（ 2016）度の調査により 処分が確認さ れたも の
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　 　 下する。 善光寺仁王門を通過し て真っ 直ぐ 中央通り を南下し 、 各町の屋台が待機す

　 　 るセント ラ ルスク ゥ エアを目指す。

　 　  　 御
お

先
さ き

乗
の

り の一行と 各町の屋台が揃う と 、 いよいよ屋台巡行が始まる。

　 　  　 午前９ 時、 御
お

先
さ き

乗
の

り が注
し

連
め

縄
な わ

を太刀で切り 落す注
し

連
め

縄
な わ

切り が行われると 各町の屋

　 　 台は、 各町の役員を従えて馬に乗る御
お

先
さ き

乗
の

り の一行に先導さ れて中央通り を進んで

　 　 いく 。

　 　  　 御
お

先
さ き

乗
の

り の一行は、 弥
や

栄
さ か

神社御祭礼と 善光寺祇園祭の幟を先頭に、 長
な ぎ

刀
な た

鉾
ぼ こ

を表す

　 　 長印の旗、 善光寺大勧進の車
く る ま

柄
ひ

杓
し ゃ く

、 大本願の月章を持つ白
は く

丁
て い

、 御
お

先
さ き

乗
の

り 、 その後ろ

　 　 に屋台巡行加盟町の役員が一列になり 、 善光寺三門を目指し て雅やかの中にも 威風

　 　 堂々と 中央通り を北に進んでいく 。 そし て、 御
お

先
さ き

乗
の

り の一行に続いて、 権堂町、 新

　 　 田町、 元善町の順に屋台が出発する。

　 　  　 屋台が巡行する中央通り は、 かつての北国街道であり 、 明治時代以降は商業の中

　 　 心地と し て栄えてき た通り である。 北国街道は、 正確には中央通り を登り き っ たと

　 　 こ ろ を横町へ右折し 、 さ ら に東へ進み岩石町へと かかる。 突き 当たり が恵びす講で

　 　 知ら れる西宮神社で、 そこ から 道は直角に左折し て北方へ延び、 戸隠道と 交叉し て

　 　 右折し 、 東へ延びていく 。 こ の辺り の北国街道沿いには、 歴史的まちなみが多く 残

　 　 る。

　 　  　 屋台が三門に近づく につれ、 徐々に歴史的建造物が増えていき 、 門前町の雰囲気

　 　 が増し ていく 。 こ の地域は、 大門町南地区と 呼ばれ、 長野市景観計画において景観

　 　 計画推進地区に指定さ れている。 善光寺周辺一帯は、 景観計画により 建築物の高さ

　 　 制限が設けら れていると と も に、 善光寺を中心と し た区域は、 風致地区に指定さ れ

　 　 て良好な景観が保全さ れている。

　 　  　 中央通り を三門に向かっ て進んでき た各町の屋台は、 善光寺境内に入り 、 門前の

　 　 景観を特徴づける院坊が建ち並ぶ参道を進んでいく 。 そし て、 大本願前を通過し て

　 　 仁王門をく ぐ ると 、 まちなみが仲見世の店舗に変わっ ていく 。 かつて本堂は、 現在

　 　 の仲見世のある場所に建っ ていたが、 宝永４ 年（ 1707）に現在地に建てら れた。 本

　 　 堂があっ た場所は堂
ど う

庭
に わ

と 呼ばれる広場と なり 、 参道に沿っ て建物が建つ程度の市が

　 　 開かれていたが、 参詣者が多く なる近代以降に、 現在のよう に街区が形成さ れて常

　 　 設の店舗が建ち並ぶよう になっ た。

　 　  　 現在、 仲見世には、 旅館や土産物、 仏具などそれぞれの店舗が個性豊かなフ ァ

　 　 サード を構えている。 仲見世では、 現在も「 建物を仁王門より 高く し てはいけない」

　 　 など、 善光寺に配慮し た建築上の規制が口承さ れており 、 個々の店舗が個性的な

　 　 フ ァ サード を構えながら も 、 まと まり のあるまちなみが形成さ れている。

　 　  　 仲見世の店舗群を抜けて駒返り 橋通り を渡ると 、 左手に大勧進を見つつ、 屋台は
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屋台巡行の順路図（ S= 1:10,000）
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　 　 三門前に到着する。 大勧進貫
か ん

主
す

と 大本願上
し ょ う

人
に ん

の高僧をはじ め威儀を正し た院坊の僧

　 　 侶たちが居並ぶ前で、 各町はこ こ で舞を奉納し 、 答礼を受ける。

　 　  　 その後、 御
お

先
さ き

乗
の

り の一行と 各町の屋台は、 弥
や

栄
さ か

神社を南下し て大本願の角を曲が

　 　 り 、 町なかの悪
あ く

疫
え き

を祓
は ら

う ために参加町の会所を巡行し ていく 。 各町の屋台は、 大本

　 　 願の南を通っ て中央通り に出るまで御
お

先
さ き

乗
の

り の一行と 同じ 順路をと り 、 その後、 会

　 　 所で舞を披露し ながら 各町の運行順路に従っ て中心市街地を巡行し ていく 。

　 　 ｆ 　 天王上げ祭

　 　  　 屋台巡行を終えて、 天王上げ祭が７ 月14日に行われる。 天王上げ祭の神事は、

　 　 概ね天王下ろ し 祭と 同様であるも のの、 天王下ろし 祭では、 神様を迎えるために社

　 　 殿の御扉を開いていたも のが、 天王上げ祭では、 神様を送るために御扉が閉めら れ

　 　 る。 こ の神事をも っ て弥
や

栄
さ か

神社の御祭礼が終了する。

　（ イ ）　 茅
ち

の輪
わ

く ぐ り

　  　 茅の輪く ぐ り は、 毎年、 妻
つ ま

科
し な

神社で６ 月下旬、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社で６ 月28日に行われる。

　 茅の輪く ぐ り は、 宮中行事である大
お お

祓
はら え

の一環の神事から 起こ っ た行事で、 明治時代以

　 降に全国的に行われるよう になっ た。 大
お お

祓
はら え

は、 犯し た罪や穢
け が

れを除き去るために、 年

　 ２ 回、 ６ 月と 12月の晦日に行われている。 ６ 月の大
お お

祓
はら え

を夏
な

越
ご し

の祓
は ら

え、 12月の大
お お

祓
はら え

を

　 年
と し

越
こ し

の祓
は ら

えと いう 。 夏
な

越
ご し

の祓
は ら

えで行われるのが、 茅の輪く ぐ り であり 、 茅で編んだ直

　 径２ メ ート ルほどの輪をく ぐ り 、 厄災を払い無病息災を祈願する。

　 　 ａ 　 湯
ゆ

福
ぶ く

神社の茅の輪く ぐ り

　 　  　 湯
ゆ

福
ぶ く

神社では、 昭和13年（ 1938）頃から 茅の輪く ぐ り が行われるよう になっ た。

　 　 茅の輪く ぐ り は、 午後１ 時から ３ 時までの約２ 時間、 善光寺周辺の15町（ 横沢町、

　 　 立町、 伊勢町、 東之門町、 西之門町、 栄町、 上西之門町、 狐池町、 深田町、 桜枝

　 　 町、 箱清水町、 花咲町、 御幸町、 往生

　 　 地町、 元善町）の氏子総代と 各区長が

　 　 中心と なっ て執り 行われる。 以前は、

　 　 関係者以外こ の神事に訪れる人は少な

　 　 かっ たも のの、 現在は、 多く の地域住

　 　 民が訪れている。

　 　  　 神事に先立ち、 四方に竹を立てて注

　 　 連縄を張っ た祭壇が本殿前に設けら

　 　 れ、 米、 お神
み

酒
き

、 野菜、 魚、 塩、 果物 大
お お

祓
はら え

の儀式のよ う す
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　 　 と いっ た供物が供えら れる。 また、 以前は、 神事の名称どおり 茅を使用し ていた

　 　 が、 現在は竹で作ら れた直径２ メ ート ルほどの茅の輪が本殿の前に置かれる。

　 　  　 宮司を先頭に氏子総代、 区長一列と なっ て、 神社入口の手水所で手を洗い清め、

　 　 祭壇前に整列し た後、 神事は、 宮司が人
ひ と

形
が た

を三
さ ん

方
ぽ う

に載せて、 祭壇で大
お お

祓
はら え

の儀式を行

　 　 う こ と から 始まる。 人
ひ と

形
が た

と は、 人の形にかたどら れた紙のこ と で、 こ れに自身や家

　 　 族の名を書き 込み、 さ ら に息を吹き かけるこ と によっ て、 半年分の穢
け が

れが託さ れる

　 　 こ と になる。 儀式では、 大
お お

祓
はら えの

詞
こ と ば

が参列者に配ら れ、 参列者も 一緒になっ て祝
の り と

詞を

　 　 あげる。

　 　  　 続いて、 茅の輪く ぐ り が行われる。 人形が載る三方を掲げた宮司が、 境内いっ ぱ

　 　 いに８ の字を描く よう に、 左、

　 　 右、 左と 回り 、 合計３ 回輪をく

　 　 ぐ る。 宮司に続いて、 氏子総代

　 　 と 各区長、 その後に続いて一般

　 　 参拝者が輪をく ぐ っ ていく 。

　 　  　 最後に、 湯
ゆ

福
ぶ く

川にかかる橋の

　 　 近く 置いたかがり 火で人
ひ と

形
が た

を焚

　 　 き 上げて厄払いをする。 かつて

　 　 は、 こ の川に人形を流し て厄払

　 　 いをし ていたと いわれている。

　（ ウ）　 御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

　  　 御射山祭は、 全国各地にある諏訪神社の総本社である諏訪大社の上社（ 諏訪市、 茅

　 野市）と 下社（ 下諏訪町）で行われてきた伝統的な祭礼で、 元々は、 御
み

射
さ

山
や ま

と いう 山に

　 茅
ち

萱
が や

（ ススキあるいは尾花）で葺いた臨時の仮屋（ 穂
ほ

屋
や

）に、 ２ 日から ４ 日ほど参籠し て

　 山宮の神霊に対する厳重な祭祀を行う と と も に、 こ れに伴う 御狩り の行事を行っ たも

　 のである。

　  　 毎年、 武
た け

井
い

神社では８ 月26日に、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社では８ 月27日に御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

が行われてい

　 る。 善光寺周辺の諏訪社系の神社だけでなく 、 全国各地の諏訪社系の神社で御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

　 が行われており 、 善光寺三社は、 いずれも 諏訪社系であるが、 現在行われているの

　 は、 武
た け

井
い

神社と 湯
ゆ

福
ぶ く

神社で、 中でも 武
た け

井
い

神社では盛大に行われている。 現在でも 御射

　 山祭の日に、 ススキの穂で作っ た神箸で食事をする習慣があり 、 こ れはその伝統を踏

　 まえたも のである。

茅の輪を く ぐ る
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　 　 ａ 　 武
た け

井
い

神社の御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

　 　  　『 信濃宝鑑（ 中巻）』の武
た け

井
い

神社を描いた明治33年（ 1900）の絵図に「 御射山祭ト 唱フ

　 　 ルアリ 。 毎年八月廿六廿七ノ 両日ヲ 以テ之レヲ 行フ 。」と あるこ と から 、 武
た け

井
い

神社で

　 　 は、 明治33年（ 1900）以前から 御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

が行われているこ と が分かる。 また、『 齋藤

　 　 神主家年中行事録』（ 弘化５ 年頃（ 1848））に、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社の御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

に関する記述が

　 　 みら れる。

　 　  　 武
た け

井
い

神社では、 ススキの穂と 箸が頒布さ れる。 ススキの穂は、 各々の家の神棚等

　 　 に供えら れ、 翌朝27日にススキ箸で小豆御飯を食べると 、 一年中無病息災で過ご

　 　 すこ と ができると いわれている。 また、 子供たちの無事育成、 家内安全、 商売繁盛

　 　 を祈願する祭礼でも ある。

　 　  　 こ の祭り に重さ 約２ ト ンの東町の宮
み や

神
み こ し

輿が登場する。 神
み こ し

輿は、 問屋街と し て栄

　 　 えた土地柄も 重なり 、 昭和40年（ 1965）頃まで毎年、 町独自で盛大に担がれてき た

　 　 が、 人口減少や住民の高齢化などで担ぎ手が足り ず、 その後、 30年近く 蔵に眠っ

　 　 たままであっ た。 し かし 、 年々、

　 　 神
み こ し

輿の復活を願う 声が高まり 、 地

　 　 域外から の応援も あっ て平成８ 年

　 　（ 1996）に神
み こ し

輿が再開さ れた。

　 　 令和５ 年（ 2023）の御
み

射
さ

山
や ま

祭
さ い

では、

　 　 多く の担ぎ手が集まっ て威勢良い

　 　 掛け声と と も に神
み こ し

輿渡
と

御
ぎ ょ

が賑やか

　 　 に行われ、 現在も 熱気ある祭り が

　 　 続けら れている。

村社武井神社之景（ 明治33年（ 1900））

神
み こ し

輿渡
と

御
ぎ ょ

の様子

97



第
２
章

　
　
長
野
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

　（ エ）　 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

　  　 諏訪大社では、 数え年の７ 年に一度、 寅年と 申
さ る

年に御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

が行われる。 善光寺周辺

　 では、 善光寺三社（ 妻
つ ま

科
し な

神社、 武
た け

井
い

神社、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社）に水
み の ち

内大社を加えた四社が交代し

　 て、 諏訪大社と 同様に寅年と 申
さ る

年に御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

を行っ ている。

　  　 最も 古い御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の記録は、 嘉永７ 年（ 1854）３ 月に妻
つ ま

科
し な

神社で初めて御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

が行わ

　 れたこ と が記さ れている『 嘉永七甲寅年三月十五日於妻科神社御柱祭事行列帳』（ 嘉永

　 ７ 年（ 1854））である。 その様子が描かれた絵馬が、 妻
つ ま

科
し な

神社に保存さ れている。 ま

　 た、 武
た け

井
い

神社拝殿に掲げら れた縦120センチメ ート ル、 横350センチメ ート ルの四枚

　 の大絵馬のう ち一枚の大絵馬（ 長野市指定有形文化財）に、 万延元年（ 1860）に行われ

　 た武
た け

井
い

神社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の様子が詳細に描かれている。

　  　 史料や絵馬で明治17年（ 1884）の水
み の ち

内大社から 明治35年（ 1902）の武
た け

井
い

神社まで４ 社

　 で順番に挙行し たこ と が分かるこ と から 、 少なく と も 明治時代以降には、 妻
つ ま

科
し な

神社、

　 武
た け

井
い

神社、 水
み の ち

内大社、 湯
ゆ

福
ぶ く

神社の４ 社が、 数え年で７ 年に一度ごと 交代で御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

を行

　 う よう になっ たと 考えら れている。

　  　 その後、 御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の挙行が不明な年があるも のの、 昭和49年（ 1974）以降は概ね継続

　 さ れており 、 近年は、 平成16年（ 2004）に妻
つ ま

科
し な

神社、 平成22年（ 2010）に武
た け

井
い

神社、 平

　 成28年（ 2016）に湯
ゆ

福
ぶ く

神社で行われた。

御柱祭行列図大絵馬（ 万延元年（ 1860）、 市指定有形文化財）
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　  　 令和４ 年（ 2022）の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

は、 ９ 月10日に水
み の ち

内大社で行われた。 御
お ん

柱
ばし ら

は、 壱
い ち

之
の

柱
はし ら

と

　 弐
に

之
の

柱
はし ら

の２ 本で、 直径が約40センチメ ート ル、 長さ が約10メ ート ルで、 それぞれセ

　 ント ラ ルスク ゥ エアから 曳
え い

行
こ う

さ れた。

年　 月 神　 社

嘉永７ 年（ 1854）  ３ 月 妻科神社 絵馬

万延元年（ 1860）  ４ 月 湯福神社 絵馬

明治17年（ 1884）  ５ 月 水内大社

明治23年（ 1890）  ５ 月 湯福神社

明治29年（ 1896）  ５ 月 妻科神社 絵馬

明治35年（ 1902）  ５ 月 武井神社

大正 9 年（ 1920） 10月 妻科神社 絵馬

大正15年（ 1926）  ５ 月 武井神社 絵馬

昭和７ 年（ 1932）  ４ 月 水内大社

昭和49年（ 1974） 10月 妻科神社

昭和55年（ 1980） ─ 武井神社の遷宮祭

昭和61年（ 1986）  ６ 月 武井神社 絵馬

平成４ 年（ 1992） 10月 湯福神社

平成10年（ 1998）  ９ 月 水内大社 絵馬

平成16年（ 2004） 10月 妻科神社

平成22年（ 2010）  ９ 月 武井神社

平成28年（ 2016） 10月 湯福神社

令和４ 年（ 2022）  ９ 月 水内大社 絵馬

史料や記録が残る ４ 社の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い
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　 　 ａ 　 御
お ん

柱
ばし ら

の曳
え い

行
こ う

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

の行列は、 セント ラ ルスク ゥ エアを午後１ 時30分に出発し 、 大祭旗、 木遣

　 　 り 、 神職を乗せた馬、 氏子ら が連なり 、 盛大に御
お ん

柱
ばし ら

を曳
え い

行
こ う

する。

　 　  　 先に壱
い ち

之
の

柱
はし ら

が、 東之門町、 新町、 岩石町、 淀ヶ 橋、 三輪田町、 元
も と

善
よ し

町、 箱清水、

　 　 東町、 横山、 本郷、 相ノ 木西、 相ノ 木東、 﨤
そ り

目
め

、 上宇木、 下宇木の主に国道406号

　 　 の北側の町の氏子により 曳
え い

行
こ う

さ れる。 続いて、 弐
に

之
の

柱
はし ら

が、 上千歳町、 田町、 東後

　 　 町、 東鶴賀町、 緑町、 居町、 西鶴賀町、 問御所町、 南千歳町、 権堂町、 南県町、 鶴

　 　 賀七瀬町、 七瀬の国道406号の南側の町の氏子により 曳
え い

行
こ う

さ れる。

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

の行列は、 セント ラ ルスク ゥ エアを出ると 中央通り を北上し 、 善光寺仁王門

　 　 をく ぐ り 、 仲見世通り を進んでいく 。 そし て、 石畳舗装や電線電柱類地中化などが

　 　 進んだ駒返り 橋通り 、 御
み

幸
ゆ き

坂
ざ か

通り を経て水
み の ち

内大社に到着する。

　 　  　 御
お ん

柱
ばし ら

が水内大社に到着し て冠落と し の後に御
お ん

柱
ばし ら

の頂部に薙
な ぎ

鎌
が ま

が打たれると 、 いよ

　 　 いよ建
た て

御
お ん

柱
ばし ら

が行われる。 薙
な ぎ

鎌
が ま

は、 龍
た つ

の落と し 子の形をし た薄い鉄製の板のこ と で、

　 　 風をなごめる呪宝と さ れる。 そし て、 大勢の人々が見守る中、 御
お ん

柱
ばし ら

は、 壱
い ち

之
の

柱
はし ら

、 弐

　 　 之柱の順に、 ゆっ く り と 拝殿の前に建てら れる。 御
お ん

柱
ばし ら

が建つと 大き な歓声と 拍手上

　 　 がり 、 その後、 神
か ぐ ら

楽の奉納、 拝殿内で神事が行われて一連の祭事が終了する。

セン ト ラ ルスク ゥ エアを 出発する

御
お ん

柱
ばし ら

に薙
な ぎ

鎌
が ま

が打たれる

中央通り を 進む御
お ん

柱
ばし ら

の行列

大勢の人々が見守る 中、 御
お ん

柱
ばし ら

が建つ
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µ

0 140 280 420 56070
メートル

00049199 牧野　健一 まちづくり課　

2023/09/27  10:35:48

全庁向け地図情報です。

善光寺本堂

湯福神社

弥栄神社

妻科神社

水内大社

武井神社

秋葉神社

セン ト ラ ル

スク ゥ エア

仁王門

藤屋旅館

中澤時計本店

御柱の曳航順路（ S= 1:10,000）

0 140 280 420 56070
メートル

善光寺本堂
水内大社

武井神社

秋葉神社

セント ラ ル

スク ゥ エア

仁王門

藤屋旅館

中澤時計本店

凡　 例

　 　 建造物

　 　 その他建造物
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エ　 まと め

　 善光寺門前には、 高密化、 多層化し た宿坊建築の歴史的まちなみが広がり 、 また、 善

光寺三社をはじ め、 長い歴史をも つ寺社が点在し ている。 善光寺周辺の寺社で行われる

祭礼は、 善光寺門前に成り 立っ た各町の往時の隆盛がし のばれ、 休止の時期があるも の

の、 地域住民によっ て今に受け継がれている。

　 また、 水
み の ち

内大社には、 市内の専門学校の学生が作成し た平成10年（ 1998）挙行の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の絵馬が掲げら れており 、 現在、 同じ よ う にし て令和４ 年（ 2022）の御
お ん

柱
ばし ら

祭
さ い

の絵馬が

作成さ れたほか、 屋台巡行でも 毎年のよう に大学生が担い手と し て参加し ている。

　 こ のよう に、 幅広い世代に支えら れ、 歴史ある寺社で行われる祭礼に、 まちなみと 一

体と なっ た良好な歴史的風致を見るこ と ができ る。
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善光寺御開帳にみる歴史的風致範囲図（S=1/25,000） 

 

水内大社

武井神社

秋葉神社

湯福神社

弥栄神社

妻科神社
セント ラ ル

スク ゥ エア

三門

善光寺周辺の祭礼にみる歴史的風致範囲図（ S= 1/25,000）

凡　 例

　 　 建造物

　 　 その他建造物

　 　 屋台巡行の順路

　 　 御柱の曳行順路

　 　 歴史的風致
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